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	（１） 取引判断における対応
	（２） ガバナンス
	〈みずほ〉は、「特定セクターに対する取り組み方針」について、対象となるセクターや業務についての適切性・十分性、案件対応状況について、経営会議や経営政策委員会等で定期的にレビューを実施し、方針の見直しと運営の高度化を図ります。
	（３） 教育・研修
	〈みずほ〉は、役職員が環境・人権課題に対する理解を深めるための啓発・研修や、役職員が関連する規程や手続きを遵守するため教育研修・周知徹底に取り組みます。
	（４） ステークホルダー・コミュニケーション
	〈みずほ〉は、本件取り組みにおいては、多様なステークホルダーと連携・協働と事業活動を通じたバリューチェーンへの働きかけを行うとともに、ステークホルダーとの対話を重視し、責任ある投融資等への取り組みが社会の常識と期待に沿うものとなるように努めます。

